
湯田ダムの自然環境を把提するため、動植物の生息状況調査

として、 「河川水辺の国勢調査(ダム湖版)」を平成4年度から継

続して実施しています。

一湯田ダム調査結果一

◆魚 類◆ウグイ、ギンブナ等のコイ科をはじめ、アメマス、ギンザケの

サケ科が大部分を占めています。

◆ほ乳類◆高山地域のため、ホンドジ力、力モシ力、ツキノワグマを確認

しています。

◆鳥 類◆低地ではヒパリ等が多く生息しています。 山地ではクマタ力等

希少性の高い種類が比較的多く確認されています。

◆両生類◆トウホクサンショウウオ類やモリアオガ工ル等が見られ、 良好

は虫類 な自然環境がうかがえます。

◆昆虫類◆丘陵から山地にか[ ;ナての種類が多く、 北上川5大ダムの中で最

も多くの種類が確認されています。

【西和賀町】 「健康」「環境」「産業」人が輝き地域の力満ちる町

全国的にも知られた駅舎と一体とな った温泉施設の 「ほっと ゆ だ」 、 東北・J 発の砂風呂を備えた「砂ゆ っこ」 や平成l5年に温泉化した「沢内バーデン」
等充実した温泉施設と、錦秋湖マラソンや雪氷まつりといったイぺント、春

の新緑、 秋の紅葉から冬の白銀の景色まで四季折々の自然が豊かな町です。

演劇等が開催される銀河ホール、 川村美術館や碧ネ羊寺 t専物館歴史民族資料

町章一山と川と錦秋湖を館の文化施設や,野球場、キャンプ場、テニスコー ト等のスポーツ施設も整

イ メー ジし、西和資町の頭備されており、年間を通して町を楽しむことが出来ます。

jjj言き3器部t三 また、旧沢内村の時代から独自の医療体制を組織した「沢内方式」による

展の願いを確動感をもっ 地域医療体制は今も進められており、 その住民福社への取り組みは全国的に
て表現している。 も高い評価を得ております。 編秋湖マラソン 力タクリ詳生地(安ヶ沢

西 和 賀 町 田  〒 0 2 9-5 5 l 2  岩手県和賀部西和賀町川尻40-4 0-7 l  電 話 0 1 9 7-8 2-2 l 1  l
ホームページhttp://www .town .nishiwaga . lg .1 p/

国土交通省東北地方整備局

北上川ダム統合管理事務所
i:020-0l23岩手県盛岡市下厨川字四十四田l

TEL.0 l9-6 4 3-7 8 3 l ( 代 ) F A X . 0 l 9-6 4 3-7 9 7 5

国土交通省東北地方整備局

北上川ダム統合管理事務所 湯田ダム管理支所
〒024-0 3 4 l  岩手県和賀郡西和賀町杉名畑44地割l62- l 5

TEL.0 l97-7 4-2 0 l l ( 代 ) F A X . 0 l 9 7-7 4-2 0 l 3

●インターネット
httl1〕://www.thr .mlit.go.jp/kitakato/

●携帯サイト
http://keita i .th r .mlTt.go. jl:1/l(itakato/mobile/inde)( .html

●インターネット
httl:) ://www.rlver.go . jp/

●携帯サイト(iモード )
http://i .river .g o.jp/
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タムの概要
岩手県北部の山岳地帯を源とする北上川は、県中央部を南下して宮城県

に入り太平洋に注ぐ、幹川流路延長249km、流域面積lO , l 5 0 km2に及

ぶ、 我が国屈指の大きな河川です。

北上川は、明治初期から改修工事が実施されてきましたが、ほとんどが

下流部の宮城県内に限られていたため、 上流部は永く原始河川に近い状態

が続いていました。 特に一関市付近は狐禪寺地点から宮城県に至る間にと

ても独くなる部分があり、水の流れが著しく妨[;fられ、大雨などのたびに一

関平野に通水して、 度々大きな被害に見舞われてきました。

昭和初期に至つてようやく上流部の抜本的な調査が始められ,昭和l6

年には、北上川本川及び雫石川,療ヶ石川、和賀川、胆沢川の各支川に合

計5箇所のダムを築造して洪水などに対処するとともに、 その後一関地区

に遊水地を設けて、 洪フ1'(量を低減しようという改修計画がたてられました。

湯田ダムは、 この計画の一翼を担つて、 北上川有数の支川である和賀川

の 洪 水 時 の 水 量 を 低 減 さ せ る た め 、 高 さ 8 9.5m、総 ,日i' 水 量

l l 4, l 6 0,0 0 0 m3の日i'水池を持つ多目的ダムとして、 l46.5億円の事

業費をもって昭和39年度に完成しました。

タ'ムのあゆみ
昭和22年 ( l 9 4 7 )

昭 和 2 3 年 ( l 9 4 8 )

昭 和 2 6 年 ( l 9 5 l )

昭和28年 ( l 9 5 3 )

昭 和 3 2 年 ( l 9 5 7 )

昭 和 3 2 年 ( l 9 5 7 )

昭和33年 ( l 9 5 8 )

昭 和 3 4 年 ( l 9 5 9 )

昭 和 3 4 年 ( l 9 5 9 )

昭 和 3 8 年 ( l 9 6 3 )

昭 和 3 8 年 ( l 9 6 3 )

昭 和 3 9 年 ( l 9 6 4 )

昭 和 4 0 年 ( l 9 6 5 )

昭 和 4 l 年 ( l 9 6 6 )

昭和42年 ( l 9 6 7 )

昭 和 4 5 年 ( l 9 7 0 )

昭 和 4 9 年 ( l 9 7 4 )

タムの諾元

カスリン台風

アイオン台風

和賀川調査出張所開設

測量及び調査を開始(8月)

湯田工事事務所設置(8月)

湯田ダム工事事務所に組織変更(4月)

用地水没補償基準妥結調印(5月)

(当時、 日本最大規模の水没移転)

本体建設工事着工(6月)

場田ダム基本計画告示(6月)

湯田ダム定確式(l0月)

基本計画一部変更(6月)

貯水池試験湛水開始(ll月)

壊工式(ll月)、貯水池を「錦秋湖」と命名

梅雨前線により既往最大の洪フll'(発生(7月).
最大流水量2,l80m3/s
湯田ダム管理所に組織変更、

管理に移行(4月)

湯田ダム操作規則制定(5月)

錦秋湖において国体ボート競技開催(9月)

記録的豪雪によりダム管理所孤立(l月)

河 川 名

和 _ 流 域 形 状
水 源 地

北上川水系和賀川

葉 脈 状

岩手県和賀郡西和賀町(和賀岳)

賀 流 域 面 積 8 9 0.6km'

1 _ 流 路 延 長ll
林 相

地 質

78.9km(幹川)

広葉樹90% 針 葉 樹 l 0 %

第三紀E ダhサイト一古生層及び第三紀層

ダ ム 位 置

集 水 面 積

目 的

岩手県和賀郡西和賀町

5 8 3 k m2

洪水調節 - かんがい ・ 発電

フK _温 水 面 積
面 温 水 延 長

6 . 3 km2

l 7.5 k m

フ」く _洪 水 時 最 高 水 位
平常時最高貯水位

洪水貯留準備:l」,(位

EL.239.0 rn
E L.2 3 6.5rn

E L . 2 2 2 . 0m
ui 最 低 水 位

総 時 フ」( 容 量

容 一 有 効 貯 水 容 量

EL.2 l5,0 rn
l l 4, l 6 0 ,0 0 0 rn'
9 3 , 7 l 0 .0 0 0 nl 3

洪 水 調 節 容 量

量 _利 水 容 i
:1tt 砂 容 量

7 7,8 l 0 . 0 0 0 m3

7 8,5 6 0 ,0 0 0 rr l a

2 0 . 4 5 0 . 0 0 0rTl a

北上川ダム続合管理事務所、、 、 _

昭 和 5 0 年 ( l 9 7 5 )

昭 和 5 3 年 ( l 9 7 8 )

昭 和 5 3 年 ( l 9 7 8 )

昭和57年 ( l 9 8 2 )

昭 和 6 0 年 ( l 9 8 5 )

昭和6l年 ( l 9 8 6 )

平 成 元 年 ( l 9 8 9 )

平 成 9 年 ( l 9 9 7 )

平 成 l l 年 ( l 9 9 9 )

平 成 l 2 年 ( 2 0 0 0 )

平 成 l 4 年 ( 2 0 0 2 )

平 成 l 5 年 ( 2 0 0 3 )

平 成 l 7 年 ( 2 0 0 5 )

平 成 l 9 年 ( 2 0 0 7 )

平 成 2 3 年 ( 2 0 l l )

平成24年 ( 2 0 l 2 )

平 成 2 6 年 ( 2 0 l 4 )

北上川ダム続合管理事務所湯田ダム管理

支所に組織変更(l 月)

周辺環境整備事業に着手

渇水のためダムから最低水位以下の貯留

水を緊急放流(8月)

貯水池保全事業(l日1l l1l1通1ダム)に着手

渇水のためダムから最低水位以下の貯留

フl'(を緊急放流(8月)

錦秋湖畔公園完成

旧時砂ダム完成

貯水池保全事業(新貯砂ダム)に着手

「地域に開かれたダム」指定

管理庁合改築に着手

新貯砂ダム竣工式(l0月)

新貯砂ダム開放式(7月)

新庁含開所式(l2月)

湯田ダムビジョン策定(3月)

きんし1〇うこものしり館開館式(2月)

梅雨前線により管理移行最大の洪フ“発生(6月)

最大流入量l ,9 7 5 m 3/s
C 級 l ,0 0 0 m ボートコース整備(西和賀町)

貯程少ダム愛称が「錦秋湖大;電」に決定(9月)

型 式 アーチ重力式コン ク リー トダム

主に花崗閃縁岩

EL.2 4 l .5 m
地 質

堤 頂 標 高

1是 高

堤 頂 巾

堤 頂 長

89 .5m

4 .0 m

2 6 4 .94m
:l是頂半径及中心角

クラウン上流面勾配

クラウン下流面勾配

l 3 8 m  l l 0'

1 : 0 〔 垂 直 )

l : 0 . 4

堤 低 巾

堤 体 積

4 3.0 m
3 7 9 . 9 0 0 m3

、コ
ン-11;
ト

放 流 能 力

寸 法

600m3/s
径間5. l 3 m  x言i高 3.4 m
高圧ラジアルゲー ト2門(圧着式)ゲ - ト

ク
レ
ス
ト

放 流 能 力

寸 法

ゲ - ト

2.040ma/s
径間9m x 扉高7.882m

ラジアルゲート6門

水 系 北 上 川 水 系  北 上 川 水 系  北 上 川 水 系  北 上 川 水 系  北 上 川 水 系一 和 賀 川 北 上 川 雫 石 川 據 ヶ 石 川  胆 沢 川

位 置 岩基話聽名畑岩手県盛岡解副l岩手県盛岡市環 岩手県花巻市田瀬 岩手県器製要若柳

型 ア ー チ重力式重力式コンクリー ト・重力者表3#t」 ト ' 重 力 式 中央 コア型
式 コンクリー トダム アース複合ダム 口ツクフィル複合ダム コ ンクリー トダム 口ツクフィルダム

堤 高 (m)  8 9.5 5 0.0 5 2.5 8 l .5 l 2 7 .0

提 体 積  (ma) 3 8ox l oa j、;g 2言言j l8: j、;g 量器j l3: 4 2ox l o3 l3.5oox lo3

1是 頂 長  (m)  265.0 480.0 327.0 320.0 723.0

集フ1 , (面積(km2) 583.0 l ,196 635.0 740.0 l85.0

海 水 面 積 ( k m2) 6.3 3.9 6.4 6.0 4.4

総貯水容i (m3) l l 4, l 6 0 x l 03 4 7, l 0 0 x l 03 65.000x l0' l 46 .500x l03 l43.000xlO'
有効制(容量 ( m') 93.7lOxlOa 35.500x l0 3 45.000x l03 l0 l .800xlOa l32.000xl0'

貯 水 池 名 称  錦 秋 湖 南部片富士湖 御 所 湖 田 瀬 湖 興 州 湖

2(



治水事業(洪水調節)

北上川上流の改修は、 昭和l6年に樹立された計画に基づき

進められていました。しかし、昭和22、23年に相次いで襲来

したカスリン、アイオンの両台風がもたらした洪水は、従来の

計画流量を大幅に上回るものであ ったため、 計画の全面的な見

直しを行いました。

昭和28年に改訂された計画では、 和賀川の湯田ダム地点に

おける最大流量2,200m3 /s の う ち l .800m3 /sを調節し、最

大77,8 1 0,000m3の流水を購'留することにより、北上川との

合流点における最大流量を3.000m3 /s か ら l .500m3 /sに

低減させることとしています。

これにより、和 写川筋の被害防除はもちろん、 本川筋の被害

/ '  についてもPで書ることに事りました。 、、・' 1 ,' j f ' ; i 、 、'、 、、、、

・ ,' '. . ・ 1' /.:1 ..: , i 1 .11 . 、 , 、. 、、 、'i1 /' '' - , i方 ;_,:;- ' . ・' ,,:, .・ ,  - - . 、 一 -、? 、 、

f

:i1 -

-_
一一一x:

一/

す る

見

年」より)

防 を 、た

湯田ダ 実績一覧表 (湯田ダム最大流入量上位l0洪フ」,( )

l S 4 0 . 7 . l 5 前線 2. l 8 2.5 3 8 l .5 2 0 7.0 3 l .9

2 H23.6.24 低気圧 l , 975 .3 397.6 262.9 30.0

3 S 5 4.8.6 前線 l , 6 8 2 . 0 3 9 8 . 0 l 9 6 . 0 4 6 . 0

4 H19.9.7 台風9号 l,540.1 398. l l 56 .0 46.0

5

6
H l 9 . 9 . l 7

S59.9.2

停)清前線 l ,5 2 2.2

一 l .2 8 4.4

3 8 7.4 2 5 l .9 2 2 .0

前線・低気圧 3 9 8.0 l 6 0.2 l 2.0

7 S 5 0.7. l l 梅雨前線 l ,237 . 2 395 .0 l l 2 . l 13 .0

8 S 6 2.8.l 7 停)滞前線 l ,2 3 3 . 3 3 9 9 . 8 2 2 2 . 3 2 7 . 0

9 H l 6 . 7 . l 8 梅雨前線 l , l 7 9 . 8 390.3 303.3 22.0

l 0 H l 3 . 8 . l 停)滞前線 l .0 4 7.6 3 9 9.5 l 9 6.4 4 2.0

0.0

l 0 0

月 l 5 日

_, 、 一_

. __・/ -
一一一 - - -

3 . l 0 0 ← 9 0 0

l

・l i・: .

_l l' 'l

li i i」

- i

」_

洪lk時●富'l( 位  EL239.0m

:1 .

'、

2200m'/s

400m/a

t ・ -

一L- - ら は 理 の宿」などの句を残

I'l-l

のちに、 旅の

_L_-

_ ,f

l l ii

と

i'l1・

1、.

lL

現在の西和賀町・混本温泉

l l:l

_.i

-'1-

・'・,・

l :l,1i

l・'
' _ / '・0 f・・・l l・
・ : _-・l1一一・'・・l・

_.l;'・'-

一 - -' 、一_ '・
' ' 、 、 ' ' ) f'

、 _ L ' 、 よ , :  . i,, .
! ' 」 . 1 1l1 ・ i ,

l ・ ' ・ 、 ', , 1人 ,
J t l 1 , ,) ,  / _ ・111 、 p' L , ,, , , , , , i1, ・ - し , 1  l ,」 ・ , 

、' l, :- .l . 1l1 1、 ?, ・, ?t
1: 1l i1- _ 1 _ , - ,二 1 '1 ,
金''0 ' . e _ 、: _ A・j' ・ l 1

L 1 1、 - ,i、 二 , H 111l l

'」
L
'

（一
、一

l l l

正岡子規の句碑 - 採拓(昭和42年8月28日)
4(



湯田町あやめll

かんがい -
和賀川中流部から左右岸に広がる扇状地は、農耕に適した平

坦な地形でありながら水源に意まれなかったため、 多くの未開

発地域が残されていました。

しかし湯田ダムの建設により新たにかんがい用水が確保され、

あわせて国営の和賀川中部開拓建設事業や県営、 団体営のほ場

整備事業により用水路工事等も実施され、湯田ダムから農地へ
かんがい用水を供給できるようになりました。

供給地域は、北上市、花巻市、金ヶ崎町の農地約3,390haで

あり、最大取水量は6.68m3 /s、年間総取水量は43,8 0 0,0 0 0

m3と なっています。

なお、 かんがい用水は発電と共有の取

水培から取水し途中で分水しておl

この区間はかんがいと発電の共同工

事として岩手県が施工し、保守管理

及び分水操作は仙人 ・ 和賀川発電所

が委託を受けて実施しています。

発 電

::

和賀川は水量が豊富なことから水力開発に適しており、

昭和l5年には湯田ダムの上流約l.5kmに東北電気製鉄(現

東北自然工ネルギー(株))が大荒沢ダムと旧和賀川発電所を

建設し水力発電を開始しました。また岩手県も湯田ダムに

よって貯留した水を利用する発電計画を進め、県営仙人発

電所と水没の代替施設としての自家用新和賀川発電所を同

一建屋内に併設しました。

発電方式はダム水路式で、 かんがいと共有している湯田

ダム右岸上流の取水培から圧力トンネ ル に よ り 最 大

60.0m3 /sを 取 水 し 、 3 台 の 発 電 機 に よ り 最 大 出 力

5 3,900kwを発電しています。

北上川5大ダムの貯留水を利用する県営発電事業の一翼として

計画されたもので、 2 l m3 /sx2台を取水し5大ダムでは最高の
3 7,600kwを発電しています。

l日和賀川発電所は力一パイト等を製造する電気炉に電気を供

給する目的で建設されていましたが、湯田ダムの建設により属

止 と な り 、 従 来 と 同 一 機 能 と し て 1 8 m3 /s の 取 水 に よ り

l 6.300kwを補償施設で発電しています。

仙人発電所(県営)と和賀川発電所(自家用)の併設については

さまざまな問題も発生しましたが、 相互の理解と信頼のもとに

合理的、 経済的かつ円滑な管理体制を確立し、 全国でも希な共

同通転管理を行つています。

ほ場整備された和賀中部地区

取水塔(ダム上流右岸)

仙人発電所・和賀川発電所

発電所内部

環境整備・湖面利用一
湯田ダムでは、ダム湖周辺を多くの方々に利用してもらうために様々な

環境整備を行つています。

昭和53年度から「湯田ダム周辺環境整備事業」に着手し、 「錦秋湖畔公

園」として昭和6l年度に完成しています。 公園は3箇所に分かれており、

川尻公園と、 野球場やぁやめ園のある川尻総合公園は和賀川を挟んだ川尻

地区にあり、大石公園は J Rゆだ錦秋湖駅近くの耳取地区にあります。 こ

れらの公園は名湯 ・ 秘湯といわれる西和賀町の温泉施設の近くに位置する

ことから多くの方 が々訪れています。

また、平成l7年度からl9年度にかけても環境整備事業を実施し、貯砂

ダムにス口一ブ及び身障者用駐車場を整備し、 誰でも水の力一テンが体験

できるようになりました。 銀河ホール裏には湖畔ステージ、大石公園には

新たなレク リエーション広場を設け、錦秋湖の湖面 ・ 湖畔の利用促進に努

めています。

錦秋湖周辺では、あやめ園、マラソン、湖水まつりなどダムを活用した

イベントが開催され県内外からの観光客で賑わっており、平成l l年度に

は「地域に開かれたダム」、 平成l6年度には

「湯田ダムビジョン」が策定され、錦秋湖を核

とした整備方針が示されています。

湯田ダムでは、タ“ム湖の湖面を 般の方々
に自由に利用していただいており、 ウ イ ン ド

サーフィン&手漕ぎボー ト工リア ・ 水上バイ

ク工リア、貯砂ダム上流の手1aぎボー ト 工 リ

アと湖面の一部を3工リアに分け、湖水に親

しんでもらっています。

錦簡湖水まつり花火大会

常lii1湖あやめ園

時砂ダム(錦秋湖大通)ライトアップ

手酒ぎポー ト 工 リ ア  ■禁止区域に指定しております。
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(千m3)

l l ,0 0 0

l 0 .000

9,0 0 0

8.000

7,0 0 0

6,0 0 0

:購 5 , 0 0 0
1i1i.
量 4 0 0 0

3.000

2,0 0 0

l ,0 0 0

0

- l . 0 0 0

湯田ダム:唯fリ状況
場田ダムではl00年間にダムに貯まる士砂の量を.あらかじめ堆f少容

量として確保しており、計画の約l/3の年数が経過した現在、堆砂も計画
のl/3程度であり、ほば予定通りの:l生ll11:ili況となっています。

l 0 0.0 %

9 0 .0 %

8 0 . 0 %

7 0 .0 %

6 0 . 0 %

5 0 .0 % 雄
砂

4 0 . 0 % 率

3 0 . 0 %

2 0 .0 %

l 0 . 0 %

0 %

国 S,5 0 S.6 0 H.2 H ,7 H . l 2 l l , l 5 H . l 6 H , l 8 H . l 9 l1,2 l H . 2 2 H ,2 3 H.25 l 1 2 7 計画

2 0.4 5 0国 2 ,58a l

6 7 3, l

4.377 . 4 5 , l 8 l . 4

9 0 4

5.895 . 8 6 ,979 .7

2 2 8. l

7.656 . 2 8 ,089 .9

4 3 3.7

8.4 6 4, l1l 9 , 2 2 l . 9

7 5 7.2

9.3 0 8,2 9.340 . 0

3 l .8

9.281 ,6 9.505 . 5

l l 2.0

9.7 8 2 0

国 5 4. l l 8.5 4 0 0.3 l 8 7.4 4 3.2 - 5 8.4 l 3 8.2 2 0 4 .5

国 l 2.6 % 2 l . 4 % 2 5 .3 % 2 8.8 % 3 4.1 % 3 7.6 % 3 9.6 % 4 l . 4 % 4 5 . l % 4 5 . 5 % 4 5.7 % 4 5. 4 11fo 4 6. 5 % 4 7 .3 % l 0 0 . 0 %

国 l 0 2 0 2 5 3 0 3 5 3 8 3 9 4 l 4 2 4 4 4 5 4 6 4 8 5 0 l 0 0

( m g / 1ll

5

0

5

0

5

0

5

0

4

4

3

3

2

2

1

1

0.5

0 . 0

水 質 (COD) ?田ダムlli':ll(池の水質環境基準は「湖沼A」に指定されており,00D 採水箇所:貯水1性
では基準値が1リットルあたり3m9以下になっています。 採水水深=0 .5 m

l 月  2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 l 0月 l l 月  l 2月

COD(化学的酸素要求◆)とは.湖召や海域の;ll,(質汚濁を示す代表的な指標であり、水中の有機物などを酸化剤(過マン11i ン酸

カリウム)で盛化するときに消書される酸化割の量を酸素の量に換算したもので.1i選1が進むほどその値は大きくなります,
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湯田ダムにおける堆砂の状況は、ダム完成から50年近く経過した現時点においては、ほぼ計画通り堆砂し

ています。 しかし、 水の流入量が多い年には堆砂量が多くなり、 年計画堆砂量の3倍を超えるなど年ごとの変

動は大きくなっています。

今後のダムへの流入土砂量について推測した場合、上流域の山地崩壊が進行しているなどから判断して、

中長期的には流入土 :砂量が増大するものと考えられます(ダム流域についてl/5万地形図で調査した場合、

崩壊地の数が昭和40年代はl29箇所、 平成5年が593箇所と約4倍強となっています)。

有効貯水容量内への堆砂は、治水における洪水調節容量の減少、及び利水における利用水量の減少となる

ことから好ましくなく、 ダムの効用のさらなる長期化を図ることを目的に、 平成9年度より日i'水池保全事業によ

り1llii i1l1ダムの建設を行い、平成l4年l0月に完成となりました。

また、貯砂ダムの完成によりダムの上流には夏から秋にかけて新たに広大な湖面が創出され、加えて周辺の

湖岸整備と連携する通路を貯砂ダムの内部に設けたことにより、 湖面活用や新たな観光資源として利用者の増

加に寄与しています。

場田ダム天端 E L 2 4 l . 5

場田ダム

位 l■ 湯田ダム貯水池内(川尻地区)湯田タムより的1 o lm上議b

4 l 8 . 0 k m2流 域 面 積

目 的

、通 水 面 積

貯 li11
60ha

2.900.000ma

2.0mx2.0mx2門(メタルタッチ)

lli' 水 量

!it 流 ゲ ー ト

型 式 重力式コンクリートダム

地 質 火山際凝灰石

理 頂 標 高 EL226.0m

l7.50m(最深下床部)

5.95m

l23.0m(つち常時越流部50.0m)

l : 0.7 0

直、フィレット l : 0.7 5 ̃ l .0

l 5,5 0 0 m3

銅製ス ポ イ フ 一 l 6 基 l L 3 000 w700xH900.950)

提 高

提 Iil 幅

:1最 ]]i 長

下 流 面 勾 配

上 流 面 句 配

:l是 体 種

スポイラーの形状

湯田タ'ムビジョンの推進

湯田ダムビジョンの概要

<基本理念> 『和賀川流域一活きる水・育む自然・ つながる人』

西和賀地域には豊かな自然があり、人と自然がうまく調和するための知恵の積み重ねと、それを育ん

できた歴史がある。 このような'豊かさ'を今後も享受し、また地域の多様な発展と魅力ある生活を実現

し、流域全体の健全な水循環系を構築するため、自然環境を保全し、文化を継承するとともに、地域が

有する独,自の自然・歴史・文化的な資源を生かした地域づくりに取り組むものとし、湯田ダムを核とす

る流域圏全体の新しい価値の創造を目指すものです。

- l 0

目 標 l 自然の保全と文化の継承
基本方針<l>
西和賀地域の豊かな自然と歴史の中で育まれた独自の文化を認識 - 発掘するとともに、 これらを

次世代に伝え、自然・文化の維持・保全・再生に取り組む

目 標 2 資源を生かす地域づくり
基本方針<2>
和賀川流域全体で培われてきた「森 ・ 川」「雪」「温泉」「食文化」「湯田ダム ・綿秋湖」等の資源

を適切に活用した地域づくりを行う

目 標 3 住民参加と地域連携
基本方針<3>
和賀川・北上川流域の人 が々、共に生きる流域民という自覚のもと、連携交流を通じて自立的な

地域活動への参画を積み重ねる

湯田ダムビジョンは基本理念に基づき、ビジョン実現のための組織づくりを進めていきます

きんしゅうこものしり館口 - 一 _- - -

湯田ダムの建設のあゆみ、錦秋湖周辺や流域の自然、文化

に関するパン 一2レットやパネルが展示されています。・ l二国liEii--
開 館 時 間

期 間

9 : 0 0 ̃ l 6 : 3 0

4 月 ̃ l l 月

休 み 期間中無休

料 金 入館無料
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